
事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

198

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 こころの相談窓口設置事業
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市⻑公室)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 一般管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

人事課

 宇陀市職員の死亡事案に関する有識者会議の提言を受
けて、労務管理の専門家である社会保険労務士の資格を
有するカウンセラーを配置し、職員の悩みや職場環境等
についての相談を受けやすい環境を整備する。職員の悩
み等を少しでも解消することで、職場環境の改善及びよ
りよい市⺠サービスの提供につなげる。

備  考

事業 1 本庁一般管理費

根拠条例等
総合計画 基本計画 ６−２−１ 行政サービスの向上

 職場における悩み等を気軽に相談できるように、月１
回専門職である社会保険労務士の有資格者が行う相談窓
口を設置する。

198

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 198

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

こころの相談窓口設置業務委託料 0 198 198

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,922

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 断らない福祉相談支援体制構築事業
補正予算

4,659

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 社会福祉総務費

款 3 ⺠⽣費

項 1 社会福祉費

医療介護あんしんセンター

 制度の狭間や複合的な課題を抱えながらどこに相談に
行けばよいか分からない人からの幅広い相談を受け付け
るとともに市⺠に寄り添い、最後まで⾯倒を⾒ることが
出来る伴走支援を行うために、包括的な相談支援体制を
構築する。

備  考

事業 3 社会福祉活動支援事業
費

根拠条例等 社会福祉法
総合計画

重層的支援体制整備事業への移行
準備事業補助金      3,688

基本計画 １−２−４ 地域福祉の環境づくり

 介護福祉課、中央保健センター（子育て世代支援セン
ター）、こども未来課（子ども家庭総合支援拠点）、厚
⽣保護課（⽣活困窮者自立相談支援機関）、相談支援セ
ンター心境、宇陀市社会福祉協議会等、各相談機関で受
け止めた複合的な相談を高齢者総合相談窓口である医療
介護あんしんセンター内でコーディネートを行い、各相
談支援機関担当者から構成される重層的支援員会議にお
いて、支援の方向性を検討する。

263

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 3,688

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 ▲ 3,425

補正額科 目 補正前 補正額 補正後
人件費 4,659 0 4,659
報償費 0 90 90
需用費 0 13 13
使用料 0 36 36
役務費　 0 73 73
備品購入費　 0 51 51

合 計 4,659 263 4,922

(単位:千円)
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補正額 21,964

R3補正前
予算額

17,570

R3現計
予算額

39,534

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症セーフ
ティネット強化交付金（その他世
帯 事務費分）     4,464
新型コロナウイルス感染症セーフ
ティネット強化交付金（その他世
帯 事業費分）  17,500備  考

国費 21,964

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【支給対象者】
住⺠税⾮課税の子育て世帯
（18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある
児童（障害児の場合は20歳未満））
【給付額】
児童一人当たり一律５万円
【支給予定日(案)】
①児童手当受給者等(申請不要)
 8月下旬 支給決定通知の発出、支給
②15歳以上の児童(申請必要)
 9月初旬 支給決定通知の発出、支給

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 １−３−２ 子育て支援の充実
根拠条例等 低所得の子育て世帯に対する子育て世帯⽣活支援特別給付金支給事業実施要綱

款 3 ⺠⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症による影響が⻑期化する中
で、低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた⽣
活の支援を行う観点から、子育て世帯⽣活支援特別給付
金を支給する。

事業 5 子育て世帯⽣活支援特
別給付金

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業(その他世帯分)
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

科  目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員報酬 822 848 1,670
会計年度費用弁償 26 26 52
会計年度期末手当 0 118 118

需用費 48 69 117
役務費 90 103 193
委託料 1,584 3,300 4,884
扶助費 15,000 17,500 32,500

合  計 17,570 21,964 39,534

（単位：千円）
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補正額 39,440

R3補正前
予算額

198,775

R3現計
予算額

238,215

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金  39,440

備  考

国費 39,440

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 新型コロナウイルスワクチン接種は、当初は市による
集団接種方式を宇陀市立病院、中央保健センター、大宇
陀保健センターを会場に実施しているが、5月14日に示
された高齢者接種完了を７月末までに前倒しを目指す国
の方針に基づき、接種の加速化を図るため、特設接種会
場を設け集団接種の方式を⾒直しワクチン接種体制を確
保する。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 １−１−２ 保健事業の充実
根拠条例等 予防接種法

款 4 衛⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症による発症及び重症化を予
防するとともに集団免疫を高め、結果として新型コロナ
ウイルス感染症のまん延防止を図るため、新型コロナウ
イルスワクチン接種を円滑に実施することを目的とす
る。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛⽣費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 2,802 1,712 4,514
職員手当等 12,901 7,944 20,845
旅費 0 142 142
需用費 5,782 3,648 9,430
役務費 5,170 893 6,063
委託料 171,856 21,398 193,254
使用料及び賃借料 264 198 462
備品購入費 0 700 700
繰出金 0 2,805 2,805

合 計 198,775 39,440 238,215

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 91,400

その他

R3補正前
予算額

一般財源 5,100

補正額 96,500

備  考

事業 101
本庁健康づくり費（ウェ
ルネスシティ推進事業）

根拠条例等 健康増進法
総合計画

合併特例債 91,400

基本計画 １−４−１ 医療体制の充実

 第1次医療機関が減少した地域の医療体制確保のため、
移動診療車を購入し地域医療サービスの提供を行う。ま
た、導入にあたり先進地である広島を視察し、運用方法
等を構築する。

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 4 健康づくり費

款 4 衛⽣費

項 1 保健衛⽣費

健康増進課

 平成29年より開業医の閉院が相次ぎ、第１次医療機関
が減少した地域に対し、地域医療のサービス提供を行う
ために、その体制を構築する。

[第 2 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

96,500

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 地域医療体制構築に係る準備事業
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

旅費 0 144 144

需用費 0 50 50
役務費 0 6 6

備品購入費 0 96,300 96,300

合 計 0 96,500 96,500

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

70

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 農業者年金業務委託手数料返還金
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部農林課内)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 農業委員会費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

農業委員会

 独立行政法人農業者年金基金より委託を受けて、農業
者年金の業務を行うことにより、農業者年金業務委託手
数料の交付を受ける。

備  考

事業 1 農業委員会費

根拠条例等 農業者年金業務委託手数料交付要綱
総合計画 基本計画 ３−３−２ 農林業経営・⽣産・流通体制の強化

 令和2年度農業者年金業務委託事務の実績確定に伴う委
託手数料の返還。

70

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 70

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 0 70 70

(単位:千円)

-6-



特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 1,940

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 ▲ 600

補正額 1,340

備  考

事業 101
林業振興費（有害鳥獣
対策事業）

根拠条例等
総合計画

森林植⽣保全事業補助金
          1,940

基本計画 ３−３−１ 農業⽣産基盤の整備と農地の保全

 令和３年４月１日施行の森林植⽣保全事業補助金交付
要綱改正により、ニホンジカ（メス）捕獲に対する補助
金の増額（１頭あたり）
特別捕獲強化期間（４〜６月）8,000円から10,000円
通常期間（７月から翌年３月）5,000円から7,000円

令和２年度実績による捕獲頭数の増

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 林業振興費

款 5 農林水産業費

項 2 林業費

農林課

 有害鳥獣による、農林産物等への被害拡大を防止す
る。

[第 2 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

11,816

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 有害鳥獣対策事業
補正予算

10,476

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 720 0 720
需用費 30 0 30
役務費 14 0 14
委託料 2,200 0 2,200
使用料及び賃借料 252 0 252
負担金、補助及び交付金 7,260 1,340 8,600

合 計 10,476 1,340 11,816

(単位:千円)

令和３年度　森林植生保全事業
補正前 補正後

頭数（頭） 460 580
補助金交付額（千円） 2,690 4,630
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 2,771

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源

補正額 2,771

備  考

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等 宇陀市事業者緊急対策支援補助金交付要綱
総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   2,771

基本計画 ３−４−２ 地元事業所活動の促進・支援

感染防止対策アクリル板
需用費
2,810円×600枚×1.1＝1,854,600円（60㎝×90㎝）
2,130円×250枚×1.1＝   585,750円（60㎝×60㎝）
2,000円×150枚×1.1＝   330,000円（50㎝×50㎝）

計2,770,350円

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 商工振興費

款 6 商工費

項 1 商工費

商工産業課

 新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言、まん延防
止等重点措置が各地で適用され、感染防止対策強化の必
要性が高まるなか、更なる対策を実施する店舗（飲食
店、接客業）の増加が⾒込まれる。
 アクリル板を追加購入し、飲食店を中心とした接客を
ともなう市内事業者に配布することにより感染拡大防止
と経済活動の維持の両立を図る。

[第 2 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,771

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 市内飲食店等感染防止対策事業
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 0 2,771 2,771

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 保養センター美榛苑不動産鑑定委託料
所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 保養センター美榛苑の今後の在り方を検討するため、
「周遊型観光推進調査」を実施している。その調査を実
施する中で、建物等の価値を把握する必要が⽣じたた
め、現在の保養センター美榛苑の不動産鑑定を行う。

事業 1 本庁観光費

目 2 観光費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 不動産鑑定評価によって得られた不動産鑑定評価額等
については、「周遊型観光推進調査」のなかに設定して
いる「美榛苑施設機能調査の策定」に反映させ、宇陀市
に必要な宿泊施設の機能を有する施設として同苑が適当
か検証する資料として活用し、最適と考えられる方法を
選定する。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 1,426

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 1,426

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

1,426

特定財源の状況（単位：千円）

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 0 1,426 1,426
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補正額 2,250

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

2,250

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   2,250

備  考

国費 2,250

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【奈良県感染防止対策施設支援補助金】
 補助対象経費の3/4は県補助となるが、残りの1/4は事
業主負担となっている。
 

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 奈良県の「新型コロナウイルス感染防止対策施設認証
制度」と連携して、旅館業法の許可を受けた宿泊施設事
業者が実施する新型コロナウイルス感染防止対策施設認
証制度の認証を受けるために必要な整備を支援するた
め、事業主負担分の２分の１を補助する。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染防止対策宿泊施設支援事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

■客室数ごとの補助金額（上限額）について

（単位：千円）

客室数 補助対象額 県補助額 市補助額 事業者負担額

～５室 1,000 750 125 125

～２９室 2,000 1,500 250 250

■補正額 （単位：千円）

客室数 市補助額 施設数 予算額

～５室 125 12施設 1,500

～２９室 250 3施設 750

2,250合計

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 0 2,250 2,250

(単位:千円)
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補正額 1,000

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

1,000

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   1,000

備  考

国費 1,000

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）保養センター事業特別会計繰出金
 新型コロナウイルス感染防止対策用備品購入費
 4,000,000円ー（4,000,000円×3/4）＝1,000,000円 分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 宿泊施設における感染防止対策を推進するため、奈良
県が創設した「奈良県新型コロナウイルス感染防止対策
施設支援補助金」を活用して、保養センター美榛苑の新
型コロナウイルス感染防止対策に要する経費について、
保養センター事業特別会計に繰出す。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 3 美榛苑費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 保養センター事業特別会計繰出金（新型コロナウイルス感染症対策）

令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
繰出金 0 1,000 1,000

(単位:千円)
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補正額 2,984

【国】皮革産業振興対策事業費補助金 4,095,133円

R3補正前
予算額

2,400

R3現計
予算額

5,384

特定財源の状況（単位：千円）

備  考

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 毛皮革産業振興協議会が実施する毛皮革製品PRのためのデ
ザイン促進事業、毛皮革産業人材育成事業に対する負担金
①毛皮革製品デザイン促進事業
 都心部等で、商談会や展示会などを行いPRする。デザイン
コンテスト、モニター調査等で新規商品や既存商品の磨き上げ
を行う。また異業種間の交流も取り入れた企画を行い、産業の
活性化を図る。
②毛皮革産業人材育成事業
 毛皮革産業の技術習得者の育成、モチベーションの向上を図
るための県外研修会、講演会への参加を行う。
事業費   6,944,300円
国庫補助金 4,095,133円（協議会へ直接補助）
市負担金  2,849,167円
旅費       133,800円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 2,984

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−４−３ 新たな産業の展開
根拠条例等

 奈良県と宇陀市の地場産業である毛皮革産業をさらに
市外や奈良県外に大きくPRし、良質な製品を手にとって
いただく機会を増やす。
 また、新規製品開発のきっかけとなるデザインコンテ
ストや、技術・モチベーション向上の促進に向けた既存
事業者の研修会、人材（技術取得者）の育成に向けた技
術講習等を行い、産業の活性化・振興を図る。

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

事業 40 産業振興センター費

目 4 産業振興センター費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 毛皮革産業振興協議会負担金（高付加価値事業）

令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 0 134 134
負担金、補助及び負担金 2,400 2,850 5,250

合 計 2,400 2,984 5,384

(単位:千円)
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補正額 5,735

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

5,735

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   1,923
教育支援体制整備事業費補助金
            3,812

備  考

国費 1,923

県費 3,812

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 新型コロナウイルス感染防止のため、３つの密（密
閉、密集、密接）を避けるために少人数に分けた学習指
導や、学習の定着が不十分な児童⽣徒に対し、個別にき
め細やかな学習指導をするために必要な人員を、各小中
学校の希望に基づき配置する。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ４−２−１ 学校教育内容の充実
根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

 令和３年度奈良県「学校教育活動支援補助事業」に基
づき、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら学校
での教育活動の維持、充実を図るために必要な人員を配
置することにより、学校教育活動の一層の充実及び教員
の「働き方改革」の実現を図ることを目的に実施する。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染症に対応した学習活動支援事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員報酬 0 4,933 4,933
会計年度任用職員費用弁償 0 802 802

合 計 0 5,735 5,735

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 スクール・サポート・スタッフ配置事業（財源更正）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

 小中学校において、教室内の換気や消毒などの感染症
対策、家庭学習資料の印刷、子どもの健康観察の取りま
とめ等を行うスクール・サポート・スタッフを配置し、
新型コロナウイルス感染症対策の強化を図ることで増加
する教師等の業務をサポートし、教員が子どもの学びの
保障に注力できる体制を構築する。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画 ４−２−２ 学校の教育環境の充実
根拠条例等

国費 ▲ 5,568

県費 5,568

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 県補助金の受け入れに伴う財源更正。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額

R3補正前
予算額

11,206

R3現計
予算額

11,206

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金 ▲5,568
スクール・サポート・スタッフ配
置促進事業費補助金  5,568

備  考
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

10,876

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 英語指導助手配置事業
補正予算

7,727

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 事務局費

款 9 教育費

項 1 教育総務費

教育総務課

 ネイティブスピーカーのALT（外国語指導助手）を配
置し、英語の授業を充実させ、外国の文化や習慣の違い
などに触れる機会を創出する。
 また、音声を中心に慣れ親しませる活動を通じて、積
極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成す
る。

備  考

事業 101
教育センター事業費（外国語
指導助手設置等事業）

根拠条例等
総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   3,149

基本計画 ４−２−１ 学校教育内容の充実

 例年、「英語指導助手配置事業」として⺠間事業者か
ら2名、「外国⻘年招致事業」として自治体国際化協会か
ら2名のALTを配置している。令和2年9月末で自治体国際
化協会から派遣を受けていたALTが1名退任したため、後
任のALTを要望しているが、新型コロナウイルス感染症
の影響により、入国の⾒込みが立たない状況である。
 代替措置として、⺠間事業者からのALTを1名増員し、
欠員分に充てる。

3,149

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 3,149

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 7,727 3,149 10,876

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 学校図書館の振興に向けた調査研究事業
所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

 児童が主体的に読書活動に取り組めるようになること
を目的に、児童の読書活動の習慣化を図るとともに、学
校図書館が地域の図書館や保護者と連携して、児童の多
様なニーズに応じた本と出会うことができるように取り
組む。

事業 110
教育センター事業費（学校図書館
の振興に向けた調査研究事業）

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画 ４−２−１ 学校教育内容の充実
根拠条例等

国費

県費 239

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 全国学力・学習状況調査の結果から、宇陀市では、
「読書が好きだ」と回答する児童の割合が全国平均より
低く、１日当たりの読書時間が「全くない」と回答する
児童の割合が全国平均より高い傾向にあり、読解力にも
課題が⾒られる。
 これらの課題を解消するために、県教育委員会の「令
和３年度 学校図書館の振興に向けた調査研究事業」の
委託を受け、モデル校を指定し、学校図書館活動を充実
させることにより、児童の読書習慣の定着を図り、主体
的な読書活動を促す。
 また、読んだ本について言葉や文、絵などに表現して
他者に紹介する場⾯を設定することにより、児童の読解
力や表現力の向上を目指す。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 1

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 240

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

240

特定財源の状況（単位：千円）
学校図書館の振興に向けた調査
研究事業委託金     239

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 0 17 17
需用費 0 223 223

合 計 0 240 240

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 271,328

R3補正前
予算額

一般財源

補正額 271,328

備  考

事業 1 前年度繰上充用金

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約第３条
総合計画

回収管理組合返戻金 271,328

基本計画 ４−１−１ 人権尊重の社会づくり

 住宅新築資金等貸付事業特別会計は、奈良県住宅新築
資金等貸付金回収管理組合からの返戻金をもって、地方
債の元利償還金を返済する会計処理を行っており、令和2
年度において、271,327,505円の歳入不足が⽣じたので、
当該金額の繰上充用（地方自治法施行令第166条2）を行
う。
 なお、住宅新築資金等に係る貸付金の回収業務は、平
成17年1月から、本市を含め16市町村で奈良県住宅新築
資金等貸付金回収管理組合を構成して、その回収に努め
ている。

宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算(市⺠環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 前年度繰上充用金

款 3 前年度繰上充用金

項 1 前年度繰上充用金

人権推進課

 歴史的社会的理由により⽣活環境等の安定向上が阻害
されている地域の環境改善を図るため、旧町村条例に基
づき貸付を行っていた「住宅新築資金」、「宅地取得資
金」、「住宅改修資金」について、貸付を行った資金を
公正で適正かつ効率的に回収する。

[第 1 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

271,328

令和 3 年度 宇陀市 住宅新築資金等貸付事業特別会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 住宅新築資金等貸付事業（前年度繰上充用）
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

令和2年度
歳入 （単位：円）

返戻金
償還推進費

補助金
一般会計
繰入金

合計

15,345,352 0 5,790,000 21,135,352

歳出 （単位：円）

公債費
前年度

繰上充用額
負担金 合計

6,361,178 280,311,679 5,790,000 292,462,857

歳入 － 歳出 ＝ ▲ 271,327,505 円

歳入
科 目 補正前 補正額 補正後

回収管理組合返戻金 10,109 271,328 281,437

合 計 10,109 271,328 281,437

歳出
科 目 補正前 補正額 補正後

前年度繰上充用金 0 271,328 271,328

合 計 0 271,328 271,328

(単位:千円)

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 保養センター事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 保養センター美榛苑新型コロナウイルス感染症対策事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市保養センター事業特別会計予算

款

区分 № 区分名

事業の目的

 宿泊施設における感染防止対策を推進するため、奈良
県が創設した「奈良県新型コロナウイルス感染防止対策
施設支援補助金」を活用して、保養センター美榛苑の新
型コロナウイルス感染防止対策に要する備品を購入す
る。

事業

目

項

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

国費

県費 3,000

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）新型コロナウイルス感染防止対策用備品購入費
 ■ウイルス除去機能付き空気清浄機
  客室用（４３台）        2,290,000円
  ロビー・エントランス用（２台） 1,232,000円
  売店用（１台）            478,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 1,000

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 4,000

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

4,000

特定財源の状況（単位：千円）
奈良県新型コロナウイルス感染
防止対策施設支援補助金 3,000
一般会計出資金     1,000

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
器具及び備品購入費 0 4,000 4,000

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,062,751

令和 3 年度 宇陀市 病院事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）
補正予算

4,003,930

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 1 号] 事業別シート

宇陀市病院事業特別会計予算(宇陀市立病院)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

経営企画課

・新型コロナウイルス感染症に伴う外来・病棟での勤務に関し
て支給している特殊勤務手当について、令和３年４月から新型
コロナウイルス感染症患者を受け入れることに伴い、医療従事
者の身体的・精神的負担がさらに増加することから、特殊勤務
手当の増額を行う。
・また、新型コロナウイルスワクチン接種に従事する医師・看
護師等に対しても同様に特殊勤務手当の支給を行う。

備  考

事業

根拠条例等 宇陀市職員の特殊勤務手当に関する条例
総合計画

新型コロナウイルス感染症緊急
包括支援事業補助金      767,595
県新型コロナウイルス対応医療従
事者特殊勤務手当補助金 24,772
一般会計補助金                 2,805

基本計画 １−４−１ 医療体制の充実

１．新型コロナウイルス感染症患者受入に係る特殊勤務手当
 病棟日勤従事者（医師4名・看護師4名）
  8,000円×8名×365日＝23,360千円
 病棟夜勤従事者（医師1名・看護師1名）
  8,000円×2名×365日＝  5,840千円
   外来日勤従事者（医師1名・看護師2名・医療技術職2名）
  8,000円×5名×242日＝  9,680千円    計38,880千円①
２．新型コロナウイルスワクチン接種に係る特殊勤務手当
 医師   90,000円×2名×68回＝12,240千円
 看護師  24,000円×3名×68回＝  4,896千円   計17,136千円②
３．新型コロナウイルスワクチン接種に係る事務職員手当
 管理職特別勤務手当 18,000円×1人×68回＝1,224千円
 時間外勤務手当   23,250円×1名×68回＝1,581千円
                       計 2,805千円③
                合計①＋②+③＝58,821千円

58,821 

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金  

使用料･手数料

国費

県費 792,367

市債

その他 2,805

R3補正前
予算額

一般財源 ▲ 368,007

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

病院事業収益的収入 4,003,930 427,165 4,431,095
合 計 4,003,930 427,165 4,431,095

(単位:千円)
科 目 補正前 補正額 補正後

病院事業収益的支出 4,003,930 58,821 4,062,751
合 計 4,003,930 58,821 4,062,751

(単位:千円)
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